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生活支援コーディネーター    はやま一色歩き     
 

 

NO.８ 

令和６年３月発行  

 

社会福祉協議会 一色地区のコーディネーターが、一色地区の情報や活動する団体などを分かり易くお知らせしています。 

 

どんど焼きとは・・ 

どんど焼きは竹や木の棒でやぐらを組み、そこに

門松などの正月飾りを入れて焼き、その火や煙に

当たることで無病息災を祈る行事です。残り火で

木の枝や竹に刺して焼いたお餅や団子を食べると

虫歯にならない、健康になるともいわれています。 

どんど焼き ２０２４.１.１３ 一色海岸 

午前 9時 

町長による点火 

竹竿に刺した

お餅を焼きます 

出川さん 

飯尾さん 

 

当日は天候にも恵まれ、多くの人がどんど焼きを楽しみ

ました。終了近くに予告なしで 「出川さん、飯尾さん」

が飛び入り参加してくれました。（『出川哲朗の充電させ 

てもらえませんか？』 テレビ東京） 会えた人はラッキー

でしたね！       ※注：放送日は終了しています。 

第 2、第 4木曜日 13：30～16：00 

場所は、一色第 2岡会館 

お話・紙芝居・脳トレ・折り紙・手工芸・

歌を楽しみます 

連絡先：鈴木 046-875-5805 

ぬくもりカフェ 

針を使わずに出来上がる 

バックを作りました 

山はみどりに海青く

～♪ 葉山町歌 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生活支援コーディネーターとは高齢者が住み慣れた地域で自分らしく暮らしていけるよう、生活支援・

介護予防の体制づくりを進めるのが仕事です。具体的には地域の特性や高齢者の困りごとを把握し 

ネットワークづくり、ニーズと取り組みのマッチングなどを行います。皆さん、気軽に声をかけてください。 

「はやま一色歩き」は葉山町社会福祉協議会のホームページからみることができます 

おかげさま写真展に伺いました。 

1年を通して「元保育士で、フォトグラファー」

である鈴木都恵氏が、カメラを通して 

見守った子供たちの写真展です。 

 

おひさま保育室  
（元）おひさま保育士 

フォトグラファー 

鈴木都恵氏インタビュー 

おひさま保育室での保育士歴 15 年。保育士フォト

グラファー歴 4年。今回の「おかげさま写真展」は9

回目となり、来年は記念の 10 回となります。長く保

育士として子供を見てきましたが、レンズを通して子

どもたちを見ると、保育士とは違う視点で子どもた

ちの成長に気づきます。今後、久里浜にスタジオを

開く予定なので、今までの活動を大事にしつつ新し

いことにも挑戦したいと思っています。 

    Mail : wakuwa.kunie@gmail.com 

     Tel : 090-4008-3076 

ゆうゆうサロンでは、前半は「ボッチ

ャ」 後半は「ボードゲーム」を楽しみま

した。今日の目標は 「身体と口と指

を動かす」 こと。 

一色第 2町内会 ボッチャとは・・ 

・ボッチャは年齢・性別・障害のあるなしに関わらず、すべての垣

根を越えて、誰でもできるスポーツです。 

・ボッチャの魅力は、究極の頭脳戦であることです。 

久しぶりの 

「坊主めくり」 

「オセロ」 初挑戦の方も

いましたが、すぐに覚えて

盛り上がりました。 

mailto:wakuwa.kunie@gmail.com

